


【国保】 
 

D-42 梅毒血清反応（STS）定性（内視鏡検査） 

 

《令和 2 年 2 月 26 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、内視鏡検査時における梅毒血清反応（STS）定性は認めら

れる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 梅毒は、血液を介して感染が広がるおそれがあることから、内視鏡検査

を実施するにあたって感染の有無の確認を行うことに意義は認められる。 

 

 


